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▼機　能
●災害対策本部を設置するコントロールルー
ム（仮称）
●防災広場（一次的には災害初動機能、二次
的にはボランティアセンター機能、三次的
には仮設住宅などの災害支援機能）
●防災体験学習機能

●ヘリポートの整備の検討
●再生可能エネルギーの活用や、非常用電源
の十分な確保。自然風、自然光、屋上緑
化、断熱材の活用などで環境面を考慮し、
電力消費を抑制

市民の命を守る

「危機対応型庁舎」
～ 安中市役所 ・ 防災拠点センター（仮称）としての整備 ～

方向性 1 災害時に素早く的確な対応ができる庁舎

　安中市庁舎に関わる市民懇談会による「安中市庁舎に関わる
提言書」では、現在地または旧安中高校跡地が主な候補場所と
して提案されました。
　市民アンケート調査の結果では、建設場所としてふさわしい
場所としては、現在地が全体の43.4％、旧安中高校跡地が全体
の40.5％と拮抗する結果となりましたが、建設場所として重
視することとしては、大規模災害時に対応可能な防
災スペースを確保できる場所が1位でした。（右図参照）
　安中市議会・庁舎建設等特別委員会からの「新庁舎建設等に
関する要望書」では、「旧安中高校跡地が最も適している」と
提起されました。

※市庁舎の建設をすすめるために、11月1日（月）から「資産活用課庁舎建設室」を設置
しました。
　なお、財政課所管の資産活用係は、資産活用課へ移管となりました。

このことを踏まえ…防災スペースを確保するために、より適切な土地の形状と敷地面積の大き
さを持ち、緊急車両の出入りがしやすい「旧安中高校跡地」を新しい
庁舎の建設場所とします。

建設場所の選定までの経過

想定される防災機能スペース

「建設場所」として重視すること
回答者数：1,940（複数回答可）
（市民アンケート調査結果より）

1,940

0

▼機　能
●人と人の絆を深める交流スペースの確保
●市民活動の場づくり・支援

●防災広場は、平時には防災体験学習や交流
広場として活用（発表会、多様なイベント
を実施）

方向性 3 多世代交流が生まれる場としての庁舎

▼機　能
●パーティションで簡易間仕切りを設け、状
況に応じて使用
●広い駐車場
●わかりやすい庁内案内（外国語対応など）
●高齢者、障がい者、乳幼児連れの人などが
歩きやすい空間

防災広場（平常時は多目的・イベント広場）
　かまどベンチ、マンホールトイレ、防災井戸、貯水
槽、LED投光器、外水道、集団生活が難しい人のた
めの駐車スペース、キッチンカースペース、防災体
験学習の場など
防災倉庫
　物資や燃料、資機材の備蓄置場
支援物資の集積、集配場所
警察、消防、自衛隊などの車両置場、活動場所
　30台分
災害ボランティアセンター設置場所
　テント15張・待機場所

●窓口以外の個別相談スペースの設置などに
よるプライバシー保護
●明るく開放的な議場
※使用しない時期は、市民がホールなどと
して活用

●テナントスペースなど

方向性 2 動かしやすい・わかりやすい・使いやすい庁舎
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現在地 旧安中高校跡地

約14,000㎡

約14,000㎡ 約17,000㎡

現在地
※西毛広幹道開通後、
　交通量の増加により右折困難

※3か所から出入りが可能

旧安中高校跡地

約17,000㎡
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問合せ▶　資産活用課庁舎建設室（☎内線1055）本


